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「みな様 お元気ですか?」 

放送大学北海道同窓会会長  

中根 惠美子 

全国各地で実に多様な災害が起きました。熊などの猛獣も生息圏が人間の生活圏と重

なり、多大な災害と恐怖を与えています。被災された々に謹んでお見舞いを申し上げま

す。 

 

令和 7 年も師走となり、光陰矢の如しと感じているのは私だ

けでしょうか。３月に学位記授与式や卒業を祝う会があり、卒

業文集ひとこと集を編集、発送し終わったら、入学式があり、

会報を編集発行して、１１月の研究発表会の準備をする。この

繰り返しで、１年が去っていきます。年が明けると、「１月は

行ってしまって、２月は逃げて行って、３月は去ってしまい、

気が付いたら桜が咲いていた」とならないよう気を締めたいと

思います。 

今年度後半の同窓会の活動は９月６・７日に山形市にて山形同窓会が幹事同窓会とな

り、第１２回放送大学同窓会連合会地区交流会に私と吉田幹事２名で参加し情報交換など

の交流をしました。９月中旬は文化祭、９月２７日は学位記授与式の後に卒業を祝う会を

開催し、１０月５日には入学式があり１１月２２日には第２１回放送大学研究発表会をハ

イブリッドで開催できました。(文化祭と研究発表会は同窓会・学友会などの学生サーク

ルと学習センターが協働する実行委員会形式) 

 

当同窓会の活動はボランティア精神の役員の活動がメインですが、学友会や学生サー

クルの皆さんが同じ心意気で応援して協力してくださっています。そして、山田所長や山

内事務長、学習センター事務員の皆様が、その活動を多大な協力と支援でバックアップし

てくださっています。全員野球で母校の応援団であり続る。後輩がこの同窓会を引き継い

で行く時もこの絆をさらに強めながら活動してほしいと強く願っています。そして、活動

の中での感動を分けてあげたいです。皆様に同窓会の役員になってほしいです。 

さあ!みな様 新しい年も明るく元気に迎えましょう!! 
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第 12 回 放送大学同窓会連合会  東北北海道地区交流会 

 

北海道同窓会幹事 

吉田光穂子 

 ９月６・７日、東北・北海道ブロック地区交流会が開催されました。この会は、東北北海

道地区の同窓会役員が一同に会し、公開講座を通じて知見を広めること、大学本部や同窓

会連合会の最新情報を取得し、ぞれぞれの同窓会運営等についての情報交換によって母校

を支える活動をバージョンアップすること、また、交流会開催地の歴史文化を体感するこ

とによって、地域に根差す放送大学の生涯学習を一般へ広報することを目的としています。 

 

 

９月６日㈯は、

山形駅直結の霞

城セントラル10

階にある放送大

学山形学習セン

ターにて、記念

講演会と情報交

換会、夜は懇親

会、翌７日㈰は、

霞城公園内山形

城址と最上義光歴史館の見学研修というスケジュールでした。天気にも恵まれ、主催の山

形同窓会の役員・会員の方々のアテンドのおかげで、参加総数 30名の皆さんと共に充実し

た時間となりました。 

 

総会第１部の記念講演会は、放送大学山形学習センター客員教授で山形大学教授、歴史

考古学が専門の荒木志伸先生から「城下町山形の発展と歴史文化遺産 ―山形城、最上義

光歴史館の見学に寄せて―」をテーマにお話

を伺いました。当初は出羽三山をテーマに検

討していたそうですが、山形城主として有名

な最上義光を取り上げてもらおうと変更に

なったそうです。理由として、最上義光は、

大河ドラマ「独眼竜政宗」で甥にあたる伊達

政宗に対して強烈な悪役として描かれ、宮城

から見たら山形の悪人として見られている

とのこと、山形県民としては、近県から集ま

る皆さんにその汚名を払拭しつつ山形の歴
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史への理解を深めてほしい、とのことだったそうです。そのようなエピソードを聞くと、地

域への想いとそこに根差した大学の学びは、放送大学ならではだと感じます。 

最上家は、お家騒動により文献資料の残存が少ないそうですが、最上義光は直接的な戦

闘をせずに勝利する道を模索する方策をとっていたそうです。それにより田畑の荒廃もな

く、増税もなく、一揆も起こらず、また住宅資金の援助なども行ない、定期市によって城下

町も発展し、出羽の領民にとっては善き殿様だったようです。山形県民から慕

われる理由が感じ取れます。続いて、明日の見学研修のための予習として、最上義光らしさ

が描かれた長谷堂合戦図屏風とその背景、山形城の規模を現在の地図との比較検証もあり、

ここ山形だからこその学びを体感できました。 
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第２部の同窓会情報交換会は、山形同窓会の柳澤会長挨拶に始まり、山形学習センター

の山本所長の挨拶へと続きまし

た。山本所長も最上義光を研究さ

れておられ、山形コミュニティ新

聞に連載された記事を配布いた

だきました。ここからも最上義光

の魅力を感じ得ることができま

した。 

大学本部の近藤副学長からは、

放送大学の近況として入学者の

推移、来春より海外在住の学生の

受け入れといった報告がありました。また今後に関して、教学 Vision として学歴でなく学

習歴を認証するマイクロクレデンシャルの授与、放送大学は他の高等教育機関と連携して

他大学を支援する大学にもな

るという高等教育システムの

再構築についても説明があり

ました。昨今話題になってい

る AIの利用は、NotebookLMの

活用例をもって紹介いただき

ました。 

同窓会連合会の須藤会長と

尾山事務局長からは、今年度

の学位記授与式・祝賀パーテ

ィーについて、連合会の ZOOM アカウント運用、オリジナルバッジや Tシャツ販売等の情報

提供がありました。また個人情報の取り扱いについて、適切な安全管理の説明を受けまし

た。 

その後、各同窓会からは同窓会情報交換会報告シートをもとに、報告と意見交換会が行

われました。各同窓会からは、同窓会員加入・役員の確保、イベントやサークル、ICTを活

用した運営、学習センターとの連携といった観点から報告があり、それぞれの地域の特徴

を生かした活動が見受けられました。ここ数年コロナによる活動の制約がなくなったこと

で、対面交流の活動量は復活してきたように感じました。一方、ICT（ZOOM など）は各地域

で利用頻度が異なっています。 
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総会第３部は、同じ霞城セントラル 24 階のレストラン

で懇親会が行われました。ちょうど夕刻から日の入りの山

形市内が一望でき、明日見学する山形城址も見え、地図資

料を見ながら先ほどの講演の復習もできました。懇親会で

の話しはかなり多岐にわたり、情報交換会で出た話題を補

う情報交換ができました。特に ZOOM をコミュニケーショ

ンツールとして活用し、より気軽に交流を深めていこうと

話題が上がりました。総会１部２部の雰囲気とは変わって、

楽しく親交を深める時間にもなりました。 

           

翌朝は、8：50 に山形学習センターに集合し現地研修が

始まりました。昨日講義をしてくださった荒木先生が引率してくださり、霞城公園の南門

から城へ入ります。石垣の修復の歴史、本丸一文字門の修原、本丸の発掘作業など、昨日の

記念講演の内容を実地で確認できる、とても興味深い見学となりました。城址公園になっ

ていることもあり、お濠に沿って自転車で通学したという山形学習センターの方もおり、

山形市民にとっては日常生活に溶け込んだ城なのだと感じました。 

最上義光歴史館には、昨日の講義にあった「長谷堂合戦図屏風」が展示されておりまし

た。殿様らしくしていられず、自ら敵に向かって突進していってしまい、家臣から怒られた

というらしい最上義光らしいというエピソードを思い出しながら観賞できました。一方で、

連歌作品も展示されており、文化人としての側面や人柄も伺い知ることができました。 

 

  山形学習センターに戻り、総会は解散となりました。

山形同窓会の皆さんの細やかな気配りやアテンドのおか

げで、内容が

濃くスムー

ズに進んだ

２日間でし

た。大変お世

話になりま

した。最上義

光の汚名は

返上できた

学びにもな

りました。 

私は第 10 回から参加させていただき今回で 3回目となりました。来年は福島で開催と

のことです。放送大学、同窓会、学びに対する意味、そして人とのつながりの価値を改め

て感じることができた交流会でした。 
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9 月 27 日  令和 7(2025)年１学期の 学位記授与式が開催されました 

放送大学北海道学習センター、旭川サテライトスペースで執り行われました。苦難を乗

り越えてはれて学位を手にされた方、本当におめでとうございます。今学期の北海道学習

センターから 66 名の新学士と旭川サテライトスペースから 8 名の学士が合計 74 名が誕生

しました。 

 

「ご卒業おめでとうございます」 

放送大学北海道学習センター 

所長 山 田 義 裕 

 本日お集まりの皆様、このたびは放送大学のご卒業、まことにおめでとうございます。皆

様が晴れて学位記を授与されたことを心よりお祝い申し上げます。 

 今回ご卒業された方は、北海道学習センターで 66 名、旭川サテライトスペースが 8 名、

合わせて 74名でございます。放送大学では、さまざまなバックグラウンドをお持ちの学生

が学んでおります。日々の忙しい生活の中で、それぞれのペースで勉学を進め、卒業に係る

所定の単位を修得してご卒業までたどり着いたことは素晴らしいことです。皆様の努力を

称えたいと思います。また、勉学を支えていただきましたご家族や関係者の皆様にも、教職

員を代表して感謝申し上げる次第です。 

 また、放送大学の 6 コース全てを卒業して名誉学生の称号を授与される方、あるいは３

コース以上のコースを終えられて特別賞を得られた方々には、そのたゆまぬご努力に心よ

り敬意を表したいと存じます。本当におめでとうございます。 

 放送大学には、高校新卒者から定年退職後に入学された方まで実に幅広い年代の学生が
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学んでいます。年代の多様性を反映するように卒業後の進路もさまざまで、大学院へ進学

する方、別のコースで勉学を継続する方、学位の取得を機に社会で新たなキャリアを目指

す方、あるいは初めて社会人となる方もいらっしゃるかもしれません。卒業後に皆様がご

自分で選んだそれぞれの道を歩みながら、充実した人生を送ることを心より願っておりま

す。 

 

 皆様が在籍したこの数年間で、放送大学は教育 DX推進の中期計画に則りウェブを活用し

た教育へと舵を切り始めました。2022 年度は単位認定試験のオンライン化、2023 年度はラ

イブウェブ授業という新たな授業形態を開発・試行し、昨年度は教育情報システムの更新

に合わせて BYOD 方式を導入したところです。このような教育の情報化の新たな試みは、導

入直後は問題が続発することも少なくありません。皆様も、慣れないシステムにご苦労さ

れた経験をお持ちかもしれません。ただトラブルシューティングの方策が共有されること

で、次第に安定的なシステム運用へとつながっていくのが一般的で、放送大学の教育 DXの

各試みも安心して利用できるように整備されてきました。 

 

 さて、学位記授与式の所長式辞では毎年、皆様への餞の言葉の代わりに、私たちの社会が

抱える課題のひとつに焦点を当ててお話をしております。今年は「戦後 80 年」、昭和 100年

という節目の年でもありますので、「記憶」をテーマにお話をさせていただきます。 

1945 年のポツダム宣言受諾から 80 年目を迎えて、戦没者慰霊祭をはじめ各地で様々なイ

ベントが開催され、またマスメディアでも戦後 80 年の特集企画が組まれています。その多

くで、「記憶の継承」がテーマとなっています。戦争経験者を起点にすると、すでに三世代

分の時が経過しており、体験の聞き取りができるチャンスも残り少なくなっています。戦

争経験のあるご存命の方たちが少なくなる中で、戦争の記憶に関して、何をどのように後

世に伝えていくのかが、残された時間の中で切迫した課題になっています。今日は、戦争の

記憶の継承について、私たちが後世に伝えなくてはいけないのは何なのか、という問題を

皆さんと考えてみましょう。 

 

日本社会が戦争を回顧する際に、何に焦点を当ててきたかについては、その代表例と思わ

れる 8 月の戦争・平和報道、いわゆる「8 月ジャーナリズム」を参照するのがよいでしょう。

メディア研究者の米倉律さんは、8月ジャーナリズムにおけるナラティブの類型化を試みて

いるのですが、その作業を通じて被爆体験者や戦地に赴いた兵士たちの犠牲を中心とした

「受難の語り」が圧倒的に優位であることを見つけ出しました。そして、その分析を踏まえ

て、尊い犠牲を礎に廃墟から立ち上がり平和と繁栄を手にしたという「建国神話」が日本社

会の「集合的記憶」となったのだと主張しています。このような建国神話がひとたび集合的

記憶として共有されると、それは戦争体験者にとっては、ある意味で抑圧的に作用するこ

とがある点に留意する必要があります。戦争の記憶は、被害の記憶であれ加害の記憶であ

れ、体験した本人にとっては意識の底に沈めておきたい辛い思い出でしょう。彼ら・彼女ら
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が、戦後の経済復興の中でリアリティを獲得していった建国神話を頼みにして、自分自身

の物語を語る機会を先送りにしたとしても、それは至極当然なことであったと思われます。

ただ散発的にですが、8 月ジャーナリズムにおけるナラティブを相対化するような自己物語

が、年老いた戦争体験者の口から語られることがあります。そのような語りを丁寧に聞き

取り、ひとつの映像作品としてまとめたドキュメンタリー映画「黒川の女たち」に触れたい

と思います。札幌においても 8 月に公開され、メディア等でも話題になりましたので、ご

覧になった方もいるのではないでしょうか。 

 

このドキュメンタリーは、戦前、旧満州に岐阜県旧黒川村から入植した黒川開拓団の女性

たちが被った被害とそこからの回復をテーマとしたものです。ソ連の満州侵攻にともない、

満蒙開拓団の入植地が次々と占拠される中で、黒川開拓団幹部は入植した仲間たちの身の

安全と引き換えに、若い未婚の女性 15 人をソ連兵へと「性接待」に差し出すという取引を

行いました。この事実は、日本に引き揚げた後も口外することは禁じられ、スケープゴート

となった彼女たちも沈黙を強いられてきたそうです。 

 

しかし、そのうちのひとり佐藤ハルエさんが 93 歳になった時、地元の証言集会に登壇し、

この被害を告白しました。2018 年のことです。このことは全国紙でも報じられました。こ

の映画の監督であるテレビ朝日の松原文枝さんは記事を読み、掲載されていたハルエさん

の顔写真のゆるぎない決意の表情に釘付けになり、彼女を取材しようと決めます。松原さ

んは、ハルエさんはじめ存命している何名かの被害女性、そしてすでに息子世代となった

遺族会の男性たちの姿を追いながらこのドキュメンタリーを完成させました。ドキュメン

タリーの中で、彼女たちが自分たちの戦争被害を「なかったことにはできない」と、決死の

思いで告白する姿は観る者の心を打ちます。子や孫など家族がおばあちゃんの生き様を知

り、この事実を静かに受容する中で、彼女たちは数十年にわたる抑圧から自らを解放する

ことで、失いかけた人生を取り戻し、尊厳を回復していきます。被害体験の屈辱感を平和へ

の強い意志へと昇華させようとする誇り高き試みは、多くの人たちに過去から学ぶことへ

の勇気と希望を与えてくれます。 

 

マスメディアが主導してきた 8月ジャーナリズムは、長崎新聞の「私の被爆ノート」のよ

うに被爆者の証言を 30年近くにわたり丹念に集めて公開している貴重な試みは確かにある

ものの、記憶の継承自体が自己目的化するなかで、次第に形骸化していると指摘する声も

少なくありません。「記憶の継承」や「平和と繁栄」というあたりさわりのないスローガン

が、私たちの目を戦争の実像から逸らせてしまう可能性に自覚的でなくてはいけません。

戦後 80 年を期に、「建国神話」からこぼれ落ちた人たちの声を集める努力こそが必要では

ないでしょうか。様々な形で戦争を体験した人々やその家族、それぞれが発する、矛盾を孕

まざるを得ない多様な声を私たちの記憶として束ね、いわばポリフォニック（多声的）な記

憶として後世に伝える努力を地道に重ねることが重要であると考えます。 
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今回は記憶、特に戦争の記憶の継承についてお話ししましたが、皆様が卒業後もこういっ

た社会のアクチュアルな問題のどれか一つにでも関心を持ち続け、世代を超えて協力して

取り組むことを大いに期待し、それを私からのお祝いの言葉に代えたいと思います。 

 本日はまことにおめでとうございます。 

 

 

 

「ご卒業おめでとうございます」 

 

           放送大学北海道学習センター 

                 事務長 山内 好子 

卒業生、修了生の皆様、このたびはご卒業おめでとうござい

ます。 

9 月 27日（土）に北海道学習センター、旭川サテライトスペ

ースで学位記授与式を行い、それぞれご出席いただいた皆様に、所長から学位記を手交い

たしました。華やかな袴姿で参加してくださった方やご家族が列席された方もおられ、コ

ロナ禍後の日常が戻ってきたことに、職員一同嬉しく思います。 

在学中はコロナ禍により思うように学習が進まなかったり、ライブ web 授業やＢＹＯＤ

の導入があったりと、放送大学の新たな学びのステージに戸惑われた方、仕事や家庭との

両立の中で、学習時間を確保するのに苦心された方も多かったのではないかと思います。

そのような状況の中でも、学ぶ意欲を持ち続け、一歩一歩前に進み、卒業、修了を迎えられ

た皆様の努力に心から敬意を表します。 

卒業生・修了生の皆様のうち、別のコースや上位の課程に進まれ学びを続ける方、いった

ん放送大学を離れる方もいらっしゃいますが、放送大学は「いつでも 誰でも どこでも」

学べる大学ですので、興味のある科目がございましたら、ぜひまた放送大学への再入学を

ご検討いただけると幸いです。 

 

さて、北海道学習センターでは、独りでの学びを余儀なくされる学生の皆様へのサポー

トとして、先輩学生との橋渡しを目的とした交流会を企画しています。来る１月には若年

学生交流会、２月には看護学士の学位取得を志す学生を対象とした交流会を開催予定で、

それぞれの交流会では、ＯＢ・ＯＧの皆様にもピア・サポートとしてお話を伺います。また、

学友会が構築している「メタバースキャンパス」では、遠隔地の皆様にも学生同士やＯＢ・

ＯＧとのコミュニケーションを通じて、新たな学習機会や学生同士の交流機会、そして学

習センターを身近に感じてもらえる機会を提供してくださっていますので、どなたでも“バ

ーチャル学習センター”に立ち寄ってみてください。 

メタバースキャンパスはこちらの URL から 

https://app.ovice.com/ws/meta2cp 

https://app.ovice.com/ws/meta2cp
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「卒業生の皆さんへ 

～敬意の念をこめて～」 

                                          

学友会会長 石川 嘉保 

ご卒業、誠におめでとうございます。後輩である現役学

生の一人として、心からお祝い申し上げます。今年 4月の

「新入生の集い」で、私は先輩として挨拶の機会をいただ

きました。その際「放送大学で学ぶことは想像以上に大変

です。どうか一人で抱え込まず、仲間との交流を力にして

学びを続けてください」とお伝えしました。これは私自身

の実感でもあります。だからこそ、この道を歩み切り、卒

業に至られた皆さんに対しては、深い敬意を抱かずにはい

られません。さらに皆さんは、コロナ禍という未曽有の困難も乗り越えられました。学習

環境が制限され、人との交流も難しい時期にあっても学びを止めなかったことは、努力と

忍耐の証であり、これからの人生を支える確かな自信となることでしょう。 

ここで先輩方に二つお願いがあります。 

ひとつは、バーチャル交流空間「メタバースキャンパス」での活動です。毎週木曜 20時

から一時間ほど「木曜交流会」を開いており、近況を語り合ったり学びの悩みを相談した

りしています。全国各地から、時には海外からも参加のある息の長い集まりです。ぜひ先

輩方にもご参加いただき、後輩への励ましをお願いできれば幸いです。アクセスは学友会

ホームページのほか、学習センターホームページからも可能です。もうひとつは、学友会

ホームページの「ブログ」への投稿です。昨年 6月から始まり、日常のひとことを 300～

400 字ほどで綴っていただいています。毎週日曜に更新を続けていますが、先輩方の“た

わいない日常”が、後輩にとって大きな励ましになります。どうぞお気軽にご参加くださ

い。 

本日迎えられた達成を誇りに、放送大学で培った知識や経験を新たな道で存分に生かし

てください。学びは終わることなく続いていきます。皆さんの未来が、さらに豊かで実り

多いものとなりますよう、心からお祈り申し上げます。 

 

学友会ホームぺージ ⇒   
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〈学位記授与式の様子>
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<卒業・修了お祝いの歌をプレゼント    学生サークルうたの会＞ 

 

<祝う会の様子> 

卒業生より記念品贈呈の様子〉 

山田所長へ卒業生

代表として佃チエ

子さんから寄贈図

書目録を贈呈 
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<卒業された皆様から寄せられた喜びの「ひとこと」です> 

（写真は祝う会様子より） 
 

《人間と文化コース》 

石狩市 竹内節子 

 放送大学教養学部、一つ目のコース〝心理と教育コー

ス〟を 2023年 9月 30日に卒業しました。はじめて卒業

を祝う会に参加し、同窓会の皆様方のあたたかいおもて

なしに感謝し、卒業された皆様方から、たくさんの刺激

をいただきました。 

今回 2 つ目のコース〝人間と文化コース〟を卒業する

ことができ、再度卒業を祝う会に参加することができ、

とてもうれしく思っております。一つ目のコースの時は

孤独な学生でしたが、卒業してからメタバースキャンパ

スに出会い、学生の皆様とつながっているという安心感がありま

す。木曜日の 20:00 はひとつのルーティンになっています。私の

メタバースキャンパスのアバターは〝女の子〟ですが、私自身も

いつまでも女子学生でいたいと思っています。 

 

《自然と環境コース》 

 

札幌市 遠藤 久 

  

2010（平成 22）年 9月に入学し、今回６コース目で最後の

卒業です。定年退職後の放送大学入学当初から今回の卒業ま

で 15 年 6 ヶ月は本当に楽しい毎日でした。 

 今後は、従来と同じ大学での学習とは異なりますが、復習

をした時学習を続けたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

《 
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「第１６回文化祭」 
 

キャンパスへ出かけよう！新しい仲間、まだ知らない自分に会いに。 

Explore OUJ campus ! Your new journey begins here 

 

 
文化祭実行委員長 佐藤 恵 

 

 今年の文化祭は、リアル会場とメタバース会場を併用して開催しました。 

実行委員会は、同窓会、公認サークル代表者、そして個人参加の学生で構成し、放送大学北

海道学習センターとの共催で運営しました。 

また、各会場は道民カレッジの連携講座として登録され、北海道教育委員会の後援をいた

だきました。さらに、札幌会場では札幌市教育委員会、帯広会場では帯広市教育委員会、旭

川会場では旭川市教育委員会からも後援をいただきました。 

以下に、文化祭の概要をご報告いたします。   

 

個人作品・サークル展示 

9 月 19日（金）13:00 から９月 21日（日）16:00 

展示会場を昨年までの会議室から参加型の展示に対応できる６F 小講義室に変更しまし

た。 

 

個人作品 

３Ｄプリンターの実演、折り紙、アートフラワー、写真（鳥）、写真（ハロウィン）、四季

の絵手紙、つるし飾り、雛飾り アイヌ文様の刺繍が出品されました。 

初日 13:00～14:30 に行われた「中川一子さんと作る布小物つくり ～ほっこり チクチク

～」は当日参加もあり予定の人数を超える１１名が参加。中川さんが布、縫い針、待針、糸、

紐、中綿まで全て用意して下さり、針仕事が苦手な方も参加者同士が教えあう場面もあっ

て、全員桃のつるし飾りを完成することが出来ました。 

 

サークル展示 

VR研究会のブースは 10 分程度の体験に行列が出来るほどで、３０人以上の参加者があり

連日賑わっていました。またヘルスサークルによる防災グッズの展示は実用的な内容で多

くの方が見入っていました。英語サークルと学友会は模造紙１枚に日頃の活動内容を写真

入りで紹介していました。 
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バザー 

9 月 20日（土）11:00～17:00 （提供品受付 前日 11:00～15:00） 

5Ｆエレベーター前で行われたバザー。昨年からの提供品の呼びかけが功を奏しバラエティ

豊かな品々が並びました。中でもエコバッグ、タオル、ふきん、石鹸など消耗品は早々と売

れ、1,000円以上の値が付いた品々には「応相談」の表示で販売の工夫が見られました。 

 

自学研究発表 

9 月 19日（金）14:30～16:00 リアル会場１４名、メタバース会場 ３名 

自学発表サークルとのコラボ企画で、6Ｆ会議室とメタバース同時中継で開催しました。 

身近な話題で「わかりやすい発表」と好評でした。 

 

「仏教雑学 戒名ってな～に？」              発表者：石川 嘉保さん 

「ヨーロッパのカフェ文化～その歴史とカフェ探訪記」 発表者：東 幸兵さん 

  

講演会 

 

9 月 20日（土）13:00～１４：４５ 大講義室  ５１名参加 

テーマ 「光で測る，光ると分かる ～ 生物と化学の発光現象とその応用」  

 「発光の仕組み」を知り光りを「測る」技術活用！ 

講 師 谷 博文先生 北大工学部 准教授（分析化学） 

面接授業でお馴染みの先生で、100円ショップで調達した材料で簡単な実験を採り入れな

がらの講演でした。分かりやすい語り口で、講演後の質問にも丁寧に回答して 

いらっしゃいました。 

   

ステージ発表 

9 月 20日（土）1５:00～１６：４５ 大講義室 

コーヒータイムを挟んでステージ発表が始まりました。   

 

１．北海道大学落語研究会 カス亭ラーさん  

演目は当初一席でしたが講演会が少し早めに終わったので、急遽依頼したところ時間調整

で二席やってくれました。参加者の中には「落語を聞きに来た」という方もいらっしゃいま

した。 
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２.フランス語サークル 

昨年 BGM を背景にして好評で、今年は映像を加えさらに情感豊かに「愛の賛歌」を発表し

ました。 

 

3.中川俊二さん  

宮沢賢治作品朗読  「まなづる と ダァリア」 

今回は BGMと映像をバックにした朗読で作品に引き込まれました。 

       

４．うたの会 

放送大学校歌、もみじ、喜びの歌、北海道放送大学賛歌（全国の学習センターで独自の曲を

持つのは北海道だけ）の４曲を演奏。 

５．語学研究会 

 「AI で広がる英会話の学び」 は「アメリカ英語を聞き取ろう―発音＆リズムレッスン

―」A4サイズ 1 枚の紙資料と映像で新しいサークル活動形態を紹介していました。 

映画会 

型破りな教室 2023年メキシコ映画 

犯罪が蔓延するアメリカとメキシコの国境の町にある学力最底辺の小学校に赴任した教

師が、ある方法で生徒の好奇心と可能性を引き出し全国トップに導いた２０１１年の実話

に基づく作品。 

 

昨年札幌会場は大講義室 1回定員 80 名で開催したところ、字幕が下にあり見づらい席が

あったこと、音響装置が前にしかなく後方が聞こえづらいとの反省から定員を減らし 2 回

の上映にしました 

」。 

札幌  ９月２１日（日） 1 回目：10:30～12:40 中講義室 ３１名参加 

2 回目：13:00～15:10 大講義室 ３５名参加    

旭川  9 月 14 日（日）13：00～15：30 旭川市中央図書館         27 名参加 

帯広  ９月 23 日（火）13：00～15：30  とかちプラザ２階視聴覚室  27 名参加 

 

メタバース会場 

9 月 19日（金）～10月 20 日迄 

 講演会、発表会の中継のほか、サークル紹介や個人作品が、期間中展示されました。 

 メタバース交流会などに参加している全国各地の学生にも、活動紹介できたようです。 

今年は先輩から引き継いだノウハウに新しい企画が加わり、より内容豊かな文化祭にな

ったと思います。来年もぜひ皆様のご協力をいただきたくお願い申し上げます。 
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 第 21回放送大学研究発表会開催 

日  時： 2025 年 11月 22 日(土) 受付 12:30 開始 13:00-17:00 

会  場：放送大学北海道学習センター 6Ｆ 大講義室 / Zoom同時配信 

札幌市北区北 17 条西 8 丁目北大構内(地下鉄北 18 条駅から徒歩 10 分～15 分) 

主  催：第 21回放送大学研究発表会実行委員会 共  催：放送大学北海道学習センター 

後  援：北海道教育委員会・札幌市教育委員会  参加費：無料 

記念講演：「メディアと社会的リアリティの再帰性について」 

講 師  放送大学北海道学習センター客員教員  鈴 木  純 一  氏 

【概 要】 

我々は世界や社会環境を「メディア（マスメディア、ネット、SNS

等を含む）」を通して認知します。むろん、常に「事実（＝真実？）」

が伝えられているとは限りません。意図的なニセ情報かもしれませ

ん。近年、このような疑念は極めて強く意識されるようになりまし

た。ただし、このような疑念自体も、多くの場合、「メディア」を介

して喚起されてきたものです。他方、思想史に目を向ければ、我々

の生活の支えとなっている背景知＝「リアリティ」も、社会的に「構

築」され共有されたものであると考えられるようになってきました。

とはいえ、このような思想そのものも、やはり「構築」されたもの

と見なされることになります。「メディア」や「知」が本来もつ（も

たざるをえない）このような再帰的特徴に今回は着目し、具体的かつ理論的に展開してみます。そ

して、変化しつつある現代メディア社会を考える際に、この観点からどのような視界が拓けてくる

かについて、皆さんと一緒に探ることができれば、と考えています。 

講師プロフィール 

本年 3月まで北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院特任教授。 

専門はドイツ語圏を中心とする社会思想・美学・文学。 

現在は放送大学北海道学習センター客員教員。北海道大学名誉教授。 

放送大学 研究発表 

発表１ テーマ 「現代におけるアーバニズム論の展開について」 

  放送大学大学院文化科学研究科 博士後期課程 在学中 熊 谷 寿 二 氏 

発表 2 テーマ 「漢詩と公共空間―五日市学芸講談会の考察―」 

  放送大学教養学部 人間と文化コース 在学中 谷 口 玲 子 氏 
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発表１ テーマ 「現代におけるアーバニズム論の展開について」 

  放送大学大学院文化科学研究科 博士後期課程 在学中 熊 谷 寿 二 氏 
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発表 2 テーマ 「漢詩と公共空間―五日市学芸講談会の考察―」 

  放送大学教養学部 人間と文化コース 在学中 谷 口 玲 子 氏 
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第 21 回放送大学研究発表会 ご挨拶 

                         実行委員長 中根 惠美子 

 昨年 11 月に開催した放送大学研究発表会は放送大学同窓会

設立 20周年と同様に 20 回目を数えました。北海道同窓会が平

成 17(2005)年に全道生涯学習研究発表会として開催し、第 7回

からは学生や学生サークル、学習センターと協働する三位一体

の実行委員会として今日まで、放送大学生の研究成果を本学の

学生ばかりではなく広く道民に発表し、報告する場を作ってま

いりました。年 2 回開催した時期もありました。記念講演は元

北大総長の丹保憲仁先生が連続 3 回、冨田房雄元所長も 3回、

他の各所長も在職中に 2 回ずつ講演してくださったことなど

もありました。また、昨年の記念の回には岩永放送大学長に記

念講演をしていただきました。 

主役の発表者は昨年までで 61 名となり今回で 63 名となります。このように継続出来て

きたのは講演者や発表者のみならず、放送大学学習センター職員の皆様の強力なバックア

ップの賜物であると同時に、企画運営をし、ポスターを貼りチラシを配り、放送大学の学生

の頑張りを広報し続けた実行委員の一人一人の力が実を結んできたと感じます。このよう

な北海道の放送大学生の底力と、皆様方のお力添えによって、素晴らしい研究発表会とす

ることができてきました。本当にありがとうございました。第 21回目の今回は当学習セン

ター客員教授で北大名誉教授の鈴木純一先生に「メディアと社会的リアリティの再帰性に

ついて」の講演をいただく予定です。現代メディア社会について学び、知見を広めたいです

ね。また、発表者熊谷寿二さんは博士課程後期に在学中で博士論文を書いている真っ最中

のところ発表していただきます。谷口玲子さんは卒業研究論文優秀賞を受賞された「漢詩

と公共空間⁻五日市学芸講談界の考察-」と題しての発表で、昭和 43年に発見された明治初

期の人々の学びに対する熱気が伝わってくるような論文となっていて明治維新からの自由

民権運動に引き込まれて行きそうです。お楽しみに。 

さて、この研究発表会は、放送大学大学院で研究をされた方々はもちろん、学部を卒業さ

れた方々、また、学部を卒業した後、北海道大学大学院で研究を付けている方を含め、興味

深い研究をされている学生に研究成果を発表していただいています。身近な仲間たちから

の発表の場となり、この発表会を通じて、ここに集った学友が楽しみながら自分たちで研

究会を作ったり、研究についてのノウハウを先輩や学友とともに学び、ブラッシュアップ

して大学院を目指して学びを深めています。そして「次回は自分も発表できるぞ!!」と思っ

て研鑽を積んでいただき、この会で発表していただきたいと願っています。 

この実行委員会は、学習センターとともに、現役の学生や学生サークル・同窓生や、再入

学して勉学に励んでいる方など、様々な人たちが一体となって、まさに「自分たちでつく

る」、「聞いてよし、発表してよし、運営してよし」の三拍子がそろった研究発表会でありま

す。皆様、お楽しみくださいね。 
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 [ 第 21 回放送大学研究発表会 ご挨拶 ]  

 

放送大学北海道学習センター 

所 長 山 田 義 裕 

 

 北海道学習センターで開催してきた放送大学研究発表

会は、昨年が 20 周年の区切りの年度で、今年からまた新

たなスタートを切ることになります。すでにご案内のと

おり、今回は２名の方に研究成果をご披露いただくこと

になっております。これまで研究会の準備を進めていた

だいた研究会実行委員長の中根惠美子様をはじめ委員の

皆様には、企画から実施に至るまでご尽力いただき感謝

申し上げます。また本日は、今年 4 月から客員教員をお

願いしている北海道大学名誉教授の鈴木純一先生に記念

講演をお引き受けいただいております。関係者を代表し

て、心よりお礼申し上げます。 

 

 本日の発表者をはじめ今回学位論文研究を終えられた方たちは、論文を書き上げて審査

を終えるまで大変なご苦労をされたはずですが、同時にその試行錯誤の中で様々なことを

経験し、多くのことを学んだのではないでしょうか。この学びの意味や価値は今すぐには

分からなくても、この後の研究活動や仕事の現場あるいは日常生活を通じてあらためて見

出すことになるのではないかと思います。 

 

 学位論文研究は、研究テーマを設定して研究計画を立てるところから始まります。研究

計画の作成や学術論文の執筆のトレーニングは、一昔前は「理系」分野や心理学等の一部

「文系」分野でしか行われていませんでしたが、現在は殆どの大学でエッセイ・ライティン

グやアカデミック・ライティングに関する授業が設けられており、また研究論文執筆を指

南する良質のガイドブックも多数出版されています。放送大学の今年度の放送授業でも、

本部の専任教員による「日本語アカデミックライティング」が開講されているのはすでに

ご存知のことと思います。 

 

学位論文研究を進める上で、論文作成法を初めとする研究の作法を修得すること同じくら

い、あるいはそれ以上に重要なのが独自の「研究テーマ」を考え、それを明確化することで

す。研究テーマはそれぞれの興味関心に従って設定されますが、最初はその輪郭がぼんや

りとしている場合が普通ではないでしょうか。ただその後、指導教員とのディスカッショ

ンを通じてそれぞれの研究が目指すところが次第にクリアになっていきます。研究テーマ

を絞り込むプロセスで最も重要なのは、適切な「問い（issue）」を立てることです。この問
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いは、「研究課題（research question）」と呼ばれることもあります。私は大学院で研究を

始めた頃、信頼のおける先輩研究者から、研究で一番大切なのはすでに目の前ある課題の

答えを見つけることではなく、研究に値する「問い」を見つけることであると教わりまし

た。この教えは、その後の自分の研究活動や学生の論文指導の中で幾度も実感し、今では確

信に変わっています。少し大げさかもしれませんが、適切な問いを立てることができれば、

論文の半分は出来上がったといってもよいくらいだと思っています。本日の参加者には、

これから学位論文研究に挑戦しようと考えている方も多いと思いますが、研究テーマを構

想する際には、最初は暫定的でよいので、自分なりに「問い」つまり研究課題を明示的に設

定してみて下さい。 

 

 また、特に文献調査を中心に卒業研究を進める人へのアドバイスですが、研究書や論文

を読む際にはレジュメの作成を心がけましょう。優れた論文のレジュメを作成することは、

論理的文章を作成するための非常によいトレーニングになります。文の論理構造を把握し、

議論の展開をきちんと抑えて、他の人が読んでも分かるようにきちんとまとめるのは、簡

単なことではありません。議論を深いところで理解しようと努める中で、論理展開の矛盾

に気がつくこともあるでしょう。このような批判的な読解を通じて、研究の新たな種がみ

つかるということも少なくないので、レジュメの作成は研究者にとっては欠かせない作業

の一つなのです。言わずもがなですが、生成 AI に文章要約を「外注」するのは、こうした

知的営みからの退却にほかなりません。 

 

 学位論文を目指す方たちに、もう一つアドバイスがあります。それは、研究というのは一

人で行うものではないということです。学術研究はすべからく共同研究であり、他の社会

的営為と同様に、共同性の営みのひとつです。先行研究を読む場合も、それは先達との対話

と考えられます。研究を進める上で、指導教員や研究仲間とのディスカッションが何より

も大切であることを忘れてはいけません。北海道学習センターでは、独自の試みとして、客

員教員による「基礎ゼミ」が展開されています。基礎ゼミでは論理的思考法・研究実践法・

論文作成法の三の柱を設けて、ゼミナール形式で実践的「ぶつかり稽古」を通じて研究の作

法を教えています。レジュメの作成方法も学ぶことができます。卒業研究、さらにその先の

学位論文研究を考えているかたは、是非とも基礎ゼミを通じて教員や研究仲間と共に学術

研究とは何かを学んで下さい。 

 

 皆様のこれからの研究活動が実り多いものであることを祈っています。 
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 第21回放送大学研究発表会が 

行われました 

11月 22 日（(土)）、北海道学習センター大講義室並びに Zoom 同時配信にて、第

21回研究発表会を開催いたしました。放送大学北海道学習センター客員教授をお迎

えし記念講演をしていただきました。また発表 1の熊谷寿二氏にご指導下さった玉

野和志放送大学教授からのコメンとは山田所長に代読していただき、発表２の谷口

玲子氏の指導をされた杉浦秀一元放送大学北海道学習センター客員教授には会場

でコメントをいただいきま

した。参加者は会場 32 名

Zoom 参加者 31 名合計 63 名

が参加しました。また、今回

も Zoomによる同時配信を行

いました。ZOOM の技術的な

面は学習センターの職員の

皆様が神経を使う作業を引

き受けて下さり、本当にあ

りがとうございました。 

☆記念講演  「オールドメディア」が流行語大賞にノミネートされる昨今、私たち

が本当の情報を得るためには、情報リテラシーを会得するにはどのような学びが必要

なのかとの問いに、まず、私たちが日常得ている情報はどのようにして再生されてい

るのか? 社会的リアリティの再帰性と相互性について(マスメディアとネット・コミニ

ュケーション)学びました。再構築された情報の中からより真実に近いものを探し出す

能力は自分自身で磨いていかなくてはならない。情報の真実を得るには私たちは今ま

で放送大学で学んだ知識や知恵をフル回転する必要があると学べた講演でした。 
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☆研究発表１「現代におけるアーバニズム論の展開について」 

博士後期課程 在学中の熊谷寿二氏の研究はルイス・ワースが 1938 年に提起したアーバ

ニズム論が 100 年近く経過した近年の新しい都市理論におけるアーバニズム論を比較し、

英語圏の議論が日本の文脈へ適用可能かどうかを古典的アーバニズム論から比較し、現代

都市におけるアーバニズム論を個性や多様性をアーバニズムとして捉える視点に注目した

発表でした。発表終了後、玉野指導教授からのコメントを山田所長が代読しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆研究発表２「漢詩と公共空間―五日市学芸講談会の考察―」 

発表者の谷口玲子氏は五日市という山村から昭和４３年に民家の土蔵から通称「五日市

憲法」と資料が発見され、豪農が中心となって学習結社を設立し、「五日市学芸講談会」自

由に議論しあう「公共空間」として捉え、そこに集ったメンバーの、教養としての「漢詩」

と変革思想との関連性を明らかにした。発表後杉浦指導教授からコメントがありました。

また会場からの質問に、谷内氏は、「五日市は地理的に江戸から近く、風光明媚な土地とし

て江戸から観

光にも来てい

た」として、

「このような

講談会が活で

きる素地があ

った」と語っ

た。 
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放送大学大学院文化科学研究科社会経営プログ

ラム 博士後期課程   熊 谷 寿 二 

 

 11 月 22 日土曜日に、放送大学北海道学習セ

ンターにおいて「現代におけるアーバニズム論

の展開について」というテーマで研究発表をさ

せていただきました。当日は雪も積もり寒いな

か、たくさんのかたに研究発表会に来ていただ

き大変ありがとうございました。今回の発表は、

今年 3 月に放送大学大学院修士課程を修了する

にあたり作成した修士論文をもとにしたもので

す。アーバニズム論という、日常では耳にすることがない言葉ですが、私も修士論文作成に

あたっては、初めての取り組みで無我夢中で実際のところ十分に理解できているとはいえ

ないかもしれません。アーバニズムという英語は、100 年前のワース論文では「生活様式」、

その後のフィッシャー論文では「都市度」、と一般的に訳されています。それでは現在にお

いては何と訳せばよいのだろうか、「都市生活」と訳すのがよいのか、他にあてはまる良い

言葉はなんだろう、それを考えながら日々学びを進めています。修士論文作成にあたって

は、私自身の問題設定がなかなか定まらないなか、指導責任者の玉野教授からさまざまな

角度から問いをいただき、さらに先生の我慢強くかつ忍耐力あふれる指導により、なんと

か一つの結論にたどり着くことができました。発表時に玉野先生からいただいたコメント

と質問は、先生からの宿題だと受けとめさせていただきました。発表内容はできるだけわ

かりやすく伝わりやすいものにしようと努めたのですが、至らない部分が多々あったかも

しれません、この場を借りてお詫びさせていただきます。さらに、このような発表の機会を

いただくことで、あらためて修士論文の内容を見直し整理することができ大変ありがとう

ございました。現在同じ内容をテーマとして、博士課程にて論文作成に取り組んでいるな

かで、アーバニズム論についてぼんやりとしていたイメージが、少しずつですが姿がはっ

きりとしてきたような気がしています。地球規模でさまざまな現象が起きる現在ですが、

そのなかでも私たちの日々の生活は営まれています。その日々の生活のなかで人と人、人

と地域、そして人と社会の間で何がおきているのかを探ること、それが現在私が取り組ん

でいる都市社会学という分野の問題設定だと私は考えています。今回の研究発表会を一つ

の出発点として今後の学びの中に活かしていきたいという想いをこの場をかりてお伝えす

ることで研究発表会の感想とさせていただきます。 

 

 

第 21 回 放送大学研究発表会を終えて 
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令和 7（２０２5）年１１月２2日実施       放送大学研究発表会実行

委員会  

※アンケート方法 

受付時に資料と共に配布し、研究発表会終了後に回収。 アンケート有効回答数 23 

 

質問 あなたの性別・年齢は？          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問

B あなたのお住まいは？  

 

質問 あなたの所属は？         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第 21回 放送大学研究発表会アンケート 集計報告 
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 質問 あなたはこの発表会を何によって知りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 発表会について  

●記念講演について                 ●発表 1の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ●発表 2の内容    
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  意見・感想 

・ 楽しかったです 

・ 三つの発表とも大変興味深いものでした。ありがとうございます。 

・ 
初めての内容で、少し難しかったけどとても興味深く聴きました。ありがとうござい

ます。 

・ メディア論を来年受講しようと思います。有意義な発表会ありがとうございます。 

  
小樽市は豪商が学校の土地を寄付したり、道路を作ったり私費を投じましたが、五日

市では 

  
文化の発展に尽くしたことがわかりました。漢詩・漢文が出来るのはｽﾃｰﾀｽであったと

思います。 

・ 
今回の研究発表会は講演から発表 1、発表２まで話題がつながった。共同圏（コミュ

ニティ）に 

  ついてで大変良かった。 

・ アーバニズム論の展開については少し専門的であった。 

  
発表者：谷口さんのテーマは難しかったが内容はわかりやすく、話し方も大変良かっ

た。 

  明治維新時の五日市の取り組みを知った。 

・ 
概要に要約されており、自分では十分納得できました。谷口玲子様ありがとうござい

ました。 

・ 
記念講演について、もっと一般的な話をしてくれる講師を望む。学説を聞く場ではな

い。 

  
学説や研究をしゃべりたいのであれば、特定の学生が対象ではなく、一般の放送大学

生に対する 

  話を望む。 

・ 最初の準備、PCの操作が遅れ気味 
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  最終的に最終発表者 16:03であった。（コメンテイター 16:03～16:10） 

  質疑応答 16:13～50 分 閉会 16:50～ 

  （パワーポイントの表示？）全画面表示なるように練習必要 

  ＊熊谷さんに 

   ①第三世代の国々について（又は外国人移住社会）に視点当てていく 

    境界のない領域 

    P26 貧富・格差・他の問題 

   ② スマートスティについて 

     今までに車倒（？）があるか視点を当ててみてください 
  

 GF回答 

・ 
学生の方の発表はどちらも良く勉強されていると思いました。特に谷口さんの発表は

興味深かった 

  
です。鈴木先生の記念講演はもう少し一般の人が聴いてもわかるように配慮しかった

です。 

  
それから、Zoomでは聞きにくい部分がありました。オンラインで講演会を配信するの

は 

  むずかしいとは思いますが、写し方や音声などもう少し考えてほしいです。 

・ 
ズーム参加ですが司会者等（講師と発表者は問題なかったが）の音声が小さく聞こえ

ずらかった。 

・ 公演が始まるまでに時間を要していたので速やかに始まるよう要望します。 

・ ZOOM参加しましたが会場の雰囲気が伝わるようでした。  

  質疑の時間が有意義で興味深かったです。 

・ 
発表テーマ２の「五日市学芸講談会の考察」については、場所が五日市ということ

で、 

  
私は五日市の隣の福生市に実家があり、あきる野市は非常に馴染みのある地域であ

り、 

  親近感をもって発表を聞かせていただきました。 

 

今後の開催テーマ  
・ 北海道の開拓 明治から開拓の様子 現在まで。 

  北海道の農業、特に米作農業について 

    米作付についての調整  

    スマート農業 

    今年（令和 7年）の米問題、備蓄米など 

  北海道の港の役割 新幹線との関係 輸出輸入関係 

・ 誰もが興味を持つ分野を 
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  今回は杉浦ゼミ参加学生の学んでいる分野に片寄っている。（再考を希望する） 

  
本日の発表の順番が記念講演の主題と発表２と関連があるので、発表１と２を入れ替

えた方が良かったのではないか。 

・ 国際政治と日本の関係 
  

 GF回答 

・ 世界各地で紛争・戦争が頻発しているので、国際情勢の背景などを講演で聞きたい。 

・ 北海道の地理歴史文化に関する研究 

・ シニアの情報リテラシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 回 開 催 予 告 

第２２回放送大学研究発表会 

令和８(２０２６)年１０月３１日開催予定   

博士課程修了・修士課程修了・学部卒業の皆さま 

研究発表会実行委員会では研究発表者を募集しています。 

第２1回放送大学研究発表会実行委員会 

発表して頂ける方は下記までメールでお知らせください。 

hokkaidosokai@gmail.com 

 開 催 予 告 

第２１回定期総会 

放送大学北海道同窓会 

令和８(２０２６)年５月２３日(土)開催予定   

総会終了後懇親会を予定しています。 

放送大学北海道同窓会会長中根惠美子 

詳細が決まり次第お便りします 

hokkaidosokai@gmail.com 
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農業手伝いと学び 

同窓会幹事 成田 孝男 

定年退職をして２年後の６２歳の時にがん

手術をし、主治医から今後の健康のため運動を

せよと指示されていたがなかなかやる気が出

なかった。 

ある日、帰宅すると農業手伝いの誘いのチラ

シを見つけた。２度と癌は嫌だ。否が応でも体

を動かせる、動かさなければならない仕事とし

て一大決心で行うことにした。桃栗三年柿八年

あれから１7 年目を迎える。 

昼休みには札幌冬季オリンピックで使われ

た遠くの手稲山や恵庭岳を眺めながら愛妻弁

当に舌鼓を打つのは何ともいえない至福の時間である。喜寿を超えて区切りをつけるのも

一方法であろう。しかし、気候が良くなると外へ出たくなるのだ。外のおいしい空気と日々

のいろいろな野菜の成長を見ながら体を動かしていると頗る体調がいいのだ。農業手伝い

が不足している昨今、楽しみを見つけながら老爺は今年も頑張っていこうと思う。 

私が農業手伝いをしているのは、主に江別市内の農家さんである。当初は、雪が解け３月

末の山わさび収穫に始まり、初冬の山わさび収穫で一連の農作業は終わった。江別市は、こ

れまでブロッコリーの収穫量が道内一（最近は他町がトップ？）であり、最盛期は早朝 5時

からブロッコリー収穫作業が始まる。その後は各種作物の除草等の作業がある。時期に応

じ田植え、ニンニクの収穫と植付け、カボチャの定植と収穫、じゃがいもの植付けと収穫や

ネギ、インゲン、キャベツ、白菜、トマト、大根などいろいろな作物の収穫に携わることに

なる。健康管理のために始めた農業手伝いであるが日々の野菜の成長を眺めるのが楽しみ

となった。 

このような時に放送大学のことをＡ女史から勧められ、７４歳の時に入学した。放送大

学の取得 1 単位が道民カレッジの１５単位になる互換制度があることも教えられて一層勉

強に熱が入った。何とか卒業し、今は２コース目を受講中である。１コース最低２年間であ

り、全５コースを修了するためには最低１０年間かかる。何とか頑張って楽しく実のある

80 代を過ごしてみたい。同窓会にも 20２５年３月に加入した。元気でお手伝いできるうち

は同窓会も農業手伝いもやっていこうかと思っている。何はともあれ健康が第一であろう。

為せば成る。 

 

 

 

ユニークな活動をしている同窓生 
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みなさんこんにちは！ Enchantee! 初めまして！ 

 

フランス語サークル「Bonjour」です。今日はみなさんに私たち

のサークルを紹介いたします。 

フランス語サークルは、会話中心の土曜日コースと小説の翻訳中心の水曜日コースがあ

ります。 

土曜日コースは月 2 回の１０時から１２時までの活動で、先生は北大大学院の留学生の

方です。２年前からブルキナファソ出身のＫi 先生に教わっています。すらりとした長身の

とても優しい先生です。ブルキナファソの気候や食べ物、生活の様子を聞けることも私た

ちにはとても興味深いです。教室の雰囲気はアットホームで、レッスンが始まる前は近況

報告に花が咲き、旅行や面接授業の報告など楽しい時間です。姫路や大阪まで面接授業を

受けに行かれる方もいて素晴らしい仲間たちです。２年前の学校祭ではフランス語で赤ず

きんちゃんの寸劇を発表し、楽しい思い出ができました。授業中には熱心にフランス語で

説明される先生に「WAKARU？」と聞かれて、、、シーン、、、そんな日もありましたが、今は活

発に応答できるようになりました。リンゴは une pomme 女性名詞で、車も une voiture で

す。では、pizza は？本 livre は？地下鉄メトロは？なんだろう。こんな事からフランス

語は始まります。街を歩いていてフランス語を見つけると、嬉しくて幸せになる。そんな私

たちです。あなたも一緒にフランス語を学んでみませんか！ 

水曜日コースは第２第４水曜日１１時から１２時半までの活動です。フランス語の小説

や詩文を自分たちで翻訳しながらじっくりと勉強する素敵な仲間たちがいます。 

「８０日間世界一周」「三銃士」「レミゼラブル」「美女と野獣」など、たくさんの翻訳をし

ています。また、この数年は学校祭でヴェルレーヌの詩の朗読などを発表して好評を得て

います。有名な「落ち葉」秋の日のヴィオロンのため息の、、、みなさんもご存知の詩を是非

フランス語でお聞きになってください。（今の季節にとても良い） 

お聞きになりたい方は、ぜひ水曜日コースにお越しください。大歓迎です。会員一同でお待

ちしています。 

フランス語サークル代表 谷口美恵 

 

サークル紹介   
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会費納入と新入会員募集のお知らせ 

 2025 年度の継続会員の方は、今年度の

会費 1,000 円を下記口座にお振込み下さ

るようご協力願います。 

 また、同窓生の中で同窓会に入会され

ていない方がおられましたら、入会をお

すすめくださるようお願いいたします。  

 入会を希望される方は、郵便振替用紙

に「氏名、住所、電話番号、卒業年月、

専攻コース」を記入の上、入会金 1,000

円、年会費 1,000 円を下記口座へご送金

ください。（次年度以降は年会費のみとな

ります。）また、70 歳以上の方は、1 万

円で終身会員となります。 

ゆうちょ口座名 放送大学北海道同窓会 

 口座番号 ０２７４０―0―３７７２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

北海道の農業や家庭菜園では、今まで鹿

とアライグマの被害が殆どで、熊による人

里荒らしは７６年生きてきて１度か２度そ

れも子どもの頃、大滝村の農家の家畜小屋

が襲われたり、牛舎が襲われてその周辺は

みな離農したことがありました。その離農

した跡地にぼりぼり(キノコ)を１０名ほど

で採りに行ったことがあります。やはり熊

が出ました。夢中で逃げたました。 

熊は学習能力があり、人里にはおいしい

ものがあると親から子へ学習されます。

「人間は恐ろしい」と学習しない限り今年

のようなことが続きます。山が豊作でも熊

は甘党ですから町へ出てくるでしょう。札

幌市内でもひとりで散歩は危険ですね。 

 今年は野生動物が人家の周辺に頻繁に表

れるようになりました。鹿も市内の車道を

群れで走るなど、人との共存ができなくな

っています。雪が降ってしばれてきたの

で、早く冬眠してほしいですね。 

放送大学を宣伝してください！ 

 皆さんの『口コミ』で、放送大学に 

入学して良かったと思うことを、大勢の

方々に知らせてください。 

入学等に関する問い合わせ先 

放送大学北海道学習センター 

        ℡ 011-736-6318 

 

 

 

 

 

 

 

『会員の声・読者の声』募集中！ 

 現在、会員や読者の皆さんの声を募集

しております。皆さんの近況や会報への

ご感想、ご意見がございましたら、是非

お知らせください。 

 （宛先） 〒060-0817 

札幌市北区北 17 条西 8 丁目 北海道大

学構内 放送大学北海道学習センター気付 

    放送大学北海道同窓会 

学習センター事務室内ポストに直接投函可 

hokkaidosokai@gmail.com 

 

 

 

 

新入会員のご紹介！！ 

2025年９月卒業生（敬称略・順不同） 

・（心理と教育）森 寿幸、・（心理と教育）

西村 弘・（心理と教育）佃 チエ・（社会

と産業）渡辺 芳雄・（心理と教育）池田光

江・（心理と教育）仁井 博之 

 ２０２５年９月は 6 名入会されました。 

・住所・電話番号などの変更のときには 

 ご連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


